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研究成果の概要（和文）：ソーシャル・キャピタルとは、組織、地域社会における信頼といった、人と人とのつ
ながりを示す社会的資源である。本研究では、ソーシャル・キャピタルの中でも、人と人とのつながりの中から
生じる幸せの伝染現象に特に着目したところ、幼少期の家庭環境により、青年期の共感性・幸せの伝染の程度を
推測できる可能性が示された。また、幸せの伝染には、心の理論（他者の心を類推し、理解する能力）に関連す
る脳領域の活動が必要であり、遺伝子がその機能を修飾することが分かった。さらに、幸せの伝染に対する遺伝
子の影響は、集団主義・個人主義などの文化により異なることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Social capital is known to be the social resource that shows the social 
connection between people, such as trust in organizations and communities. In this study, we focused
 on the contagion of happiness that arises from the connection between people, and indicated the 
association between abilities of empathy and happiness contagion in young adults and childhood 
family environment. It was also found that happiness contagion required activity in brain regions 
related to the theory of mind (the ability to estimate and understand the mind of others), and 
several genes modified its function. Furthermore, it was found that the influence of genes on 
happiness contagion differed depending on the culture such as collectivism and individualism.

研究分野：健康科学・衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代社会はストレス社会であり、仕事での悩み、人間関係での悩みなど日常生活で悩みやストレスを国民の半数
が感じている。ストレスに対応し心身の健康を維持・増進させるために、最近、人と人との社会的なつながりを
示すソーシャル・キャピタルという資源が注目を集めている。社会的なつながりがなく、孤独感を感じている
と、喫煙、飲酒、運動不足、肥満などよりも健康に悪影響を及ぼすことが示されているからである。人と人との
社会的なつながりを強化し、ソーシャル・キャピタルを豊かにすることで心身の健康が増進され、様々な疾病発
症リスクの低下が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
現代社会はストレス社会である。国民生活基礎調査によれば、仕事での悩み、人間関係での悩
みなど日常生活で悩みやストレスを感じている 12歳以上の者の割合は、平成 7年では 40.4％
であったのに対し、平成 25年では 48.1％と、この 20年間で大きく増加している。国民のスト
レス感の上昇に伴い、ストレスが原因で発症すると考えられているうつ病などを含む気分障害
の推計患者数も、この 20年の間に 2倍近く上昇していることが平成 20年版国民生活白書に記
されている。本来人間には、ストレスとなり得る外的・内的な環境変化に対して、脳・自律神
経系・内分泌系・免疫系が相互作用して、人間の体を安定した恒常的状態に保とうとする仕組
みが存在する（ホメオスタシスと呼ばれる）。しかしながら、過剰なストレスはホメオスタシス
を破綻させ、脳・自律神経系・内分泌系・免疫系活動の異常をもたらし、うつ病を含む様々な
精神・身体疾患を誘発する（Maisel et al., J Clin Inv,1990; Jacobs & Bovasso, Psychol Med, 
2000; Raison, Capuron & Miller, Trends Immun, 2006, Review）。例えば、本来ならば体内に
侵入した病原体を排除するために起こる免疫反応である、発熱・発赤などの炎症反応は過剰な
ストレスにより慢性化し、炎症性生理活性物質が脳に作用してうつ症状を持続させることが知
られている。 
ストレスに対応し心身の健康を維持・増進させるために、最近、人と人とのつながりを示す
「ソーシャル・キャピタル」という資源が注目を集めている（相田，近藤，医療と社会，2014）。
ソーシャル・キャピタルとは、組織、地域社会における「信頼」「互酬性の規範」「ネットワー
ク」などといった言葉で表現されるが、健康を決定する社会的要因のひとつであると考えられ
ている。例えば JAGES（Japan Gerontological Evaluation study）プロジェクトによる、愛
知県知多郡武豊町での地域介入研究を例に挙げると、既存の公民館などに高齢者をターゲット
としたサロンを作り、サロンにおいて、歌、楽器の演奏、俳句などといったアクティビティを
企画して 1年ほど参加してもらい、サロン参加者と非参加者で主観的健康感を比較したところ、
非参加者に比べてサロン参加者では、主観的健康感が有意に高くなったことが示されている
（Ichida et al., Soc Sci Med., 2013）。また、カリフォルニア大学のファウラーらの報告による
と、ストレスとは逆の感情である「幸福感」はネットワークの中で「伝染」し、幸せな人に囲
まれている人は、自身の幸福度が将来的に上昇する確率が高くなるというのである（Fowler 
and Christakis, British Medical Journal 2008）。したがって、人と人とのつながりを強化し、
ソーシャル・キャピタルを豊かにすることで心身の健康が増進され、様々な疾病発症リスクの
低下が期待できる。 
ソーシャル・キャピタルが心身の健康に与える影響のメカニズムについては、望ましい保健
行動が他者に伝播する、規範が守られる、保健医療やレクリエーションに関するサービスや施
設が充実する、人々の助け合いにより落ち着きや自己効力感・幸福感などのポジティブ感情が
高まり、心理社会的ストレスが軽減する、というようないくつか想定される経路がある（相田，
近藤，医療と社会，2014）。しかしながら、ソーシャル・キャピタルと心身の健康との関連を
考える際に、人と人とのつながりを認知する器官である「脳」に着目し、脳・自律神経系・内
分泌系・免疫系との関連を統合的に検討した研究は国内外ともに見られない。 
 
 
２．研究の目的 
 
 先行研究から、幸福な人とのつながりにより自身の幸福感が上昇することが示されている
（Fowler and Christakis, British Medical Journal 2008）。この現象は、幸福な他者の幸せ感
情が伝染するためであると考えられ、ストレスに対応し心身の健康を維持・増進させるために
とても重要な現象であることが示唆される。そこで本研究では、ソーシャル・キャピタルの中
でも、人と人とのつながりの中から生じる幸せの伝染現象に特に着目し、幸せの伝染の脳内メ
カニズムを磁気共鳴画像装置（MRI）を用いて明らかにするとともに、幸せの伝染と心身との
健康との関連を、遺伝子・脳・自律神経系・内分泌系・免疫系の相互作用の観点から明らかに
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１） 唾液中ホルモンと幸せの伝染との関連（Matsunaga et al., PLoS One. 2017）。 
   
 日本人大学生 213名を対象とし、アンケートにより、幼少期の家庭環境、人と人とのつなが
りの中で友人の幸せが伝染する程度、共感性能力などを数値化するとともに、安静時唾液サン
プルを採取し、唾液中ホルモン濃度を測定し、心理尺度と唾液中ホルモン濃度との関連を探索
した。 
 
 
 



（２） 幸せの伝染の脳神経メカニズム（Matsunaga et al., Front Neurosci 2017）。 
 
 日本人大学生の女性の友人ペア 29組（58名）を対象とし、MRIを用いて、友人の幸せが伝
染している時（下図参照：Matsunaga et al., Front Neurosci 2017）の脳活動を画像化するとと
もに、幸せの伝染の程度と遺伝子との関連を探索した。また、日本人大学生 206名を対象とし
たアンケート調査により、幸せの伝染の程度と遺伝子との関連を探索した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MRI 実験では場面想定法を用い、自分と友人が同じ出来事を体験するという場面設定（10
種類）のもと、自分の状況は、快（Positive）・不快（Negative）・中性（Neutral）の 3 種類、
友人の状況は、幸せな出来事を体験している場合と、友人は出来事に関係のない場合の 2種類、
それらの組み合わせで合計 60 種類の出来事があり、パソコン画面上に、場面の説明
（Introduction）→場面の想像（Imagination）→評価（Rating）→休憩（Relaxation）の順番で
場面を提示し、休憩を挟みながら 60 回繰り返した。その際、場面の想像をしている時の脳活
動を画像化した。 
 
 
（３） 幸せの伝染・幸福感に対する遺伝子と文化の相互作用（Matsunaga et al., PLoS One 

2018）。 
  
 私たちは、日常での他者とのかかわりにおいて、喜びや悲しみといった感情を経験し、また
他者と感情を共有し、失敗したことから恥や罪悪感というような感情を経験するといえる。こ
のような感情は、心理学では「社会的感情」と呼ばれている。 
先行研究から、社会的感情や態度に対して、私たちの遺伝的基盤が大きく影響していること
が分かっている。例えば、カンナビノイド受容体遺伝子多型（CNR1: rs806377）は、他者の笑
顔に対する感受性に関連しており、CC遺伝子型を持つ個人は、他者の笑顔を見た時に、脳内報
酬系活動がT遺伝子型キャリアーよりも活発になることが示されている（Chakrabarti et al., Eur 
J Neurosci. 2006）。また、C遺伝子型を持つ個人は、T遺伝子型を持つ個人に比べて幸福感が高
いことも示されている（Matsunaga et al., PLoS One. 2014）。 
しかしながら、遺伝子多型の社会的感情・態度に対する効果は、集団主義・個人主義などの
文化・社会環境によって異なることが先行研究から分かっている（Chiao & Blizinsky, Proc Biol 
Sci. 2010）。例えば、感情刺激に対する感受性に影響を及ぼす遺伝子であるセロトニントラン
スポーターの遺伝子多型（5HTTLPR）には、S（Short）型と L（Long）型があるが、Ｓ型の
方が感受性が高いために、過酷な環境下においてうつ病になりやすい可能性が示唆されている。
しかしながら、集団主義の文化においては、S 型の方がうつ病などの精神疾患になりにくいこ
とが分かっている。 
そこで本研究では、集団主義の文化である日本の大学生 259名、個人主義の文化であるカナ
ダの大学生 181名を対象に、アンケートにより主観的幸福感、日常的な出来事における幸せ感
情の程度を数値化するとともに、参加者の遺伝子多型を解析し、幸せの伝染・幸福感に対する
遺伝子と文化の相互作用を探索した 
 



４．研究成果 
 
（１）唾液中セロトニンと幸せの伝染との関連（Matsunaga et al., PLoS One. 2017） 
 
安静時唾液中セロトニン濃度が高いほど、他者の気持ちを推論するために重要である視点取
得能力（共感性能力のひとつ）が低下しており、幸せの伝染の程度も弱いことが分かった。ま
た、幼少期に母親から注意を向けられていたと感じているほど、視点取得能力や幸せの伝染の
程度が高く、安静時唾液中セロトニン濃度が低いことも分かった。したがって、幼少期の家庭
環境により、青年期の唾液中セロトニン濃度・共感性・幸せの伝染を推測できる可能性が示さ
れた。 
 
 
（２）幸せの伝染とセロトニン２Ａ受容体遺伝子多型との関連（Matsunaga et al., Front 
Neurosci 2017）。 
 
 友人の幸せが伝染している時には、内側前頭前野、側頭頭頂結合部、側頭極などといった、
心の理論（他者の心を類推し、理解する能力）に関連する脳領域の活性化が見られた。また、
それらの脳領域の中で、特に側頭極活動は、セロトニン２Ａ受容体遺伝子多型（HTR2A: rs6311）
と関連しており、２Ａ受容体ＧＧ遺伝子型は、ＡＡ遺伝子型よりも幸せの伝染の程度が高いこ
とが分かった（下図 Ａ：友人の幸せが伝染した時の自分の幸せ感情の変化。カラムが高いほ
ど、幸せの伝染が多い。Ｂ：幸せが伝染している時、ＡＡ遺伝子型よりもＧＧ遺伝子型の方が
活性化している脳領域（側頭極）。 Ｃ：側頭極活動の比較）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）幸せの伝染・幸福感に対するカンナビノイド受容体遺伝子多型と文化の相互作用
（Matsunaga et al., PLoS One 2018） 
 
集団主義である日本の学生（神戸大学）と、個人主義の国であるカナダの学生（アルバータ
大学）を比較すると、幸福感のひとつの要素である、人生に対する前向きな態度は日本人学生
よりもカナダ人学生の方が全体的に高かったが、カンナビノイド受容体遺伝子多型による影響
が見られ、日本では比較的稀な遺伝子多型である CC遺伝子型を持つ人は人生に対して特に前向
きであることが分かり、カナダ人学生とほぼ同等であった。カナダにおいては、逆に TT遺伝子
型の方が前向きな態度得点が高いことが示された。 
幸せの伝染に関して、自分の周りの人たちが幸せな時、自分も幸せを感じる程度をが、日本
では CC遺伝子型を持つ人は、TT遺伝子型を持つ人よりも高かった。一方、カナダにおいては、
逆に TT遺伝子型の方が、得点が高いことが示された（下図：自分の周りの人たちが幸せな時、
自分が感じる幸福感の程度。カラムが高いほど幸せが多く伝染していることを示している）。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

幸せを可視化する～ＭＲＩを用いた可視化の可能性～.

セロトニン2A受容体遺伝子多型の幸せの共感性に対する効果とその国際比較.
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末梢の慢性炎症指標と抑うつの関連性1.

Orbitofrontal cortex updates relationship value in response to a social partner’s commitment signals.

Association between serotonin 2A receptor gene (HTR2A) polymorphism and the social sharing of happiness in American adults.
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アデノシン三リン酸と幸せの共有能力との関連.
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幸福感に対するカンナビノイド受容体遺伝子多型と文化との相互作用.
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自分の幸せと、他人の幸せを感じるための分子・神経基盤.

唾液中セロトニンと共感性・ストレス対処能力との関連.

セロトニン2A受容体遺伝子多型の幸せの共感性に対する効果とその国際比較

遺伝子と社会・文化環境要因との相互作用：社会心理学・神経科学・内分泌学の連携による検討．
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